
意見書案第１号 

 

 

「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書 

 

 令和３年６月に策定された「かごしま新広域道路交通ビジョン」及び「かごしま新

広域道路交通計画」において、構想路線に位置付けられた「錦江湾横断道路」は、薩

摩半島と大隅半島を結び、交通の利便性の向上や生活圏域の拡大、観光資源としての

活用など、大隅半島はもとより、九州南部地域の産業・経済及び文化の発展に寄与す

るとともに、近年、頻発・激甚化傾向にある自然災害への対応や救急医療体制の確保

など、防災・医療の観点からも必要不可欠な道路である。 

特に、活火山桜島にあっては、大正噴火から 110年を経過し、今後、大正噴火級の

大規模噴火が危惧されており、桜島に暮らす住民の避難方法としても早急な整備が必

要とされる道路である。 

近年の大隅半島においては、地元代議士や県のご協力により、各地域の国道・県道

が整備されつつあり、以前より格段に交通体系が整ってきてはいるが、令和６年元日

に発生した石川県能登地方を震源とした「能登半島地震」においては、半島内に広範

な交通遮断や孤立が発生し、被災された方々が大変な苦難に見舞われていることから、

複数の避難道確保の重要性が認識されたところである。 

そのようなことからも、今後発生が懸念される南海トラフ地震においても、大隅半

島に広範な交通遮断や孤立が発生することが大いに想定できることから、今後発生し

得る桜島の大噴火はもとより、懸念される地震等の災害に備え、「かごしま新広域道

路交通ビジョン」及び「かごしま新広域道路交通計画」における、「錦江湾横断道路」

を構想路線から「実施路線」化、併せて早期事業化されるよう強く要望する。 

 

 以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 

 

 令和６年３月 21日 

 

                           鹿児島県鹿屋市議会 

 

鹿 児 島 知 事  殿  

 


